
























































































































































































































































































































































おいて、先に見た資料の傍線部㊲「か 鹿を馬 言ひけむ人」と公然と言い放つ弘徽殿大后とは一線を画すものといえ 。「少女」巻において光源氏は、「才をもと してこそ、大和魂 世 用ゐ るる方も強うはべらめ」（「少女」三―二二頁）と述べ、「「才」すなわち漢学で得た基本的諸原理を わが国の実情に合 よう 臨機に応 する知恵才覚を「大和魂」
31」と位置づけて、持論を展開している。光源




しかし、問題 そ 教養の用い方 のであった。青海波にはじまり、翌朝の贈答という一連 流れは、 光源氏と藤壺中宮との秘められ 想いを交わすこと 物語の主旋律だ いえる
34が、藤壺中宮思慕のなか
－ 114 －
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のか。漢詩文隆盛の嵯峨朝 いうことは考慮すべきだが、 の時期は女性 漢詩が確認できる。姫大伴氏 伝不詳 される人物であるが、女流詩人であり嵯峨朝 人 とされ 『文華秀麗集』に漢詩が載
18。














































































































この中納言殿、才深う、人にわづらはしとおぼえた 人の、国々治めたりけるが、男子女子どもあまたありける、女の、あるがなかにいみじうかしづき思ひたりけるを、 男 せんなど思ひけれど、人の心の知 がたうあやうか れば だ、宮仕をせさせんと思ひなりて、先帝の御時に おほや 宮仕に出し立てたりければ、女
㉒
なれど、真字などいとよく書きければ、内侍になさせた






（新編日本古典文学全集 『栄花物語一』 巻第三 「さまざまのよろこび」一四二～三頁）
 






節会などには、 南殿にぞまゐられし。 それはまこと き文者にて、
 





















傍線部㉔ 「女のあまりに才かしこきは、 もの悪しき」 という言を載せ、貴子が後に堕落するのを漢籍教養という「才」に求めるのである。こ
－ 118 －



















とは紫式部 周囲の女房の言動に見えるようなものでも っ ようだ。
 片つかたに、 書ども、 わざと置き重ねし人もはべらずなりに 後、手ふるる人もことになし。それらを、つれづれせめてあまりぬるとき、 ひと ふ つひきいでて見はべるを、 女房あつまりて、 「お
⑫


















































































































漢籍の習得に伴い父からは、傍線部⑧「口惜しう、男子にて持たらぬこそ幸ひなかりけれ」と、長じる姿をかえって嘆かれている。すなわち漢籍教養とは基本的に男性が習得す 学問であることや男性であっても傍線部⑨ 「才がりぬる」 こと 敬遠すべきことであ ことから、傍線部⑩「一といふ文字をだ 書きわたし べらず」と、女性とし漢籍教養を披瀝することはよしとされなかったことが知られるので
－ 120 －




























光源氏は、藤壺中宮への思いを、物思いで立ち舞うことはできそうにもない身で袖を打ち振った心をお分かりになりましたか―― 青海波に自らの思いを込めていたことを明かす。一方の藤壺中宮も、目を奪うほどの光源氏の麗しかった姿からか返歌し、 唐土 人が袖ふるいう故事は疎いですが、 あなたの所作につけてすばらし と拝見しましたと詠んだ。まず は、藤壺中宮から返歌があったことを傍線部②「限りなうめづらし」とする
２
。そして、傍線部③「かやうの方

















唐の楽であることや左右の区別を知るという教養水準ではなく 傍線部④「靑海波の曲の起源の古事をさへしろしめして」、すなわち青海波の故事までも知る「才學」が光源氏によって評価されている であろう。その教養は藤壺中宮礼賛の一部 みならず、「御后言葉のかねても」と、「后言葉」がすでに備わっていると光源氏は諒解するのである。この「后言葉」なる言葉
６
は、『源氏物語』に一例と孤立例で
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－ 121 －
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press Fujitsubo and the study of C
hinese classics C
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Kisaki-Kotoba of Momiji no Ga C








In Genji- Monogatari , em
presses Kokiden-no-Okisaki and 
Em
press Fujitsubo have sound know
ledge about the C
hinese 
classics. A
lthough the culture of the C
hinese classics w
as not 
necessary in the education for general w
om
en in those days, it 
w
as thought to be indispensable for em
press. In this paper, I 
pay attention to Kisaki-Kotoba used by Em
press Fujitsubo, 
and clarify the difference betw
een Kokiden-no-Okisaki and 
Em
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えていると評される藤壺中宮が描かれる。しかし、平安時代の一般的な女性教育 照らし合わせると、藤壺中宮が漢籍教養を備えているのはむしろ異質 いえる。このこ を踏まえたうえで、本論では「御后言葉のかねて」 光源氏に評される藤壺中宮の造型を、『源氏物語』が描く后 素養という観点から論じ 。
 
 一、藤壺中宮の「 言葉」
 
 
『源氏物語』「紅葉賀」巻、朱雀院行幸に先立って行われた宮中で
の試楽において、光源氏は頭中将とともに青海波を舞い、翌日 は藤壺中宮に文を贈った。
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